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【教育目標】『三春に暮らす生徒一人ひとりに、将来に対して喜びと生きがいのある人生を主体的に創造する力を育み、地域に信頼され、ひいては、国際社会に貢献できる人材を育てる』

【夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動実施中！～たった一つのかけがえのない命を大切に。～】
７月１６日（月）～２５日（水）までの１０日間、年間スローガンを『みんながね ルール守れば

ほら笑顔』、夏の運動スローガンを『ぶつかるよ ながら運転 じこのもと』として、夏の交通事故防
止県民総ぐるみ運動が展開されています。運動の重点４つのうち、１番目が、「子どもと高齢者の交通
事故防止、２番目が、「自転車の交通事故防止」、３番目が、「全ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底」、最後に、「飲酒運転、無免許運転及び速度超過など悪質・危険な運転
の根絶」が挙げられています。

５月３１日現在、子どもの交通事故傷者１１９人中、自動車同乗中のけがが８０人（７０．５％）
を占めました。さらには、６月末現在、子どもから大人までの交通事故死者数は３４人と前年同期よ
り１０人増加し、増加率は全国ワースト３ということです。学校への送迎やお出かけの際の事故防止
（降車後の前後の横断、全席シートベルトなど）を今後も必ずお願いします。

自転車の交通安全に関しては、５月３１日現在、死者２人、傷者１６４人、そのうち９７人が交通
違反を犯した中での事故だったそうです。坂が多いという三春町の特徴を理解した運転（スピードは
控える、物陰からの飛び出しに注意、路面状況の把握と転倒防止、ヘルメットの必着など）を心がけ
ましょう。自分の命は自分で守りましょう。

シートベルト着用に関しては、５月３１日現在、四輪自動車の交通事故死者は１７名おり、そのう
ち、非着用者６人、うち３人はシートベルト着用で救命効果があったと考えられるそうです。全席シ
ートベルト着用、バスやタクシー乗車の際もシートベルトは必ず着用しましょう。

また、夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動のパンフレットの最後の部分には、“『あおり運転』絶対
ダメ”の文字もありました。みんなが交通ルール・マナー・道徳を守り、思いやりや譲り合いの気持
ちで、かけがえのないたった一つの命を守ってまいりましょう。

【研修報告『スマホ・ＳＮＳ時代の望ましい意思決定・行動選択とは』】
福島県教育センター主任実習講師 目黒朋子先生

（前号からの続き）
４ ＳＮＳとＡＩ（人工知能）の関係

“２０４５年問題”というものがある。これから２７年後、コンピュータ技術が人類の知能を超
え、究極の人工知能が登場し、『シンギュラリティ』（技術的特異点）をむかえるかもしれないとい
うものだ。このままのスピードでＡＩが進化し続けると、ＡＩが新たに自分より優秀なＡＩを作り
出し、そのＡＩがさらに自分より優秀なＡＩをというふうに進化していき、２０４５年には、人類
の知能を超えてしまうのではないかという問題である。２０３０年の日本の労働人口の４９％が人
工知能やロボット等で代替えが可能になるという説もある。半分の労働者が職を失いかねないとい
うことだ。

ただ、ＡＩの開発には多くのデータが必要で、いわゆる『ビッグデータ』は、ＡＩ開発に欠かせ
ないものとなる。そこで目をつけたのが、ＳＮＳの活用で、無料で、さまざまなデータが閲覧でき、
とても便利なＳＮＳだが、プロフィール、写真、削除された人や写真、ＩＰアドレス、閲覧したペ
ージなど、実は、それを利用している人のデータもすべて保存されていることも事実である。

人工知能『東ロボくん』の生みの親、新井紀子教授は、ＡＩロボットを東大理Ⅲ類（東大医学部
コース）に入れるというプロジェクトを通して、“現在のＡＩは検索による膨大な知識はあっても文
章の読解力が致命的にない。ＡＩは『意味』を理解できない。“知識に比べ幼稚な知性”という見解
を示した。また、文章の読解力が致命的にないはずの東ロボくんが、大学入試センター試験の５０
万人いる全受験生の上位２０%に入るというそこそこの成績を収めたことで、文章の読解力が致命的
にない現在のＡＩよりも読解力が低い高校生が相当数いることも明らかになった。

５ 私たちがＡＩに仕事を奪われない人間になるためには
『与えられたものを消費するだけの人間』になるか、『自ら創造できる人間』になるかというのが

新井教授からの問いかけだった。そして、社会が求めているのは『創造』できる人間であるという
メッセージもくれました。

三春中学校だより



ＡＩが紹介してくれたレストランに行き、ＡＩが並べた自分に合いそうな商品を購入するという
一見すると便利そうな世の中だからこそ、『「意味」を理解できる人間になること、それがＡＩによ
って不幸にならない唯一の道である。』とも述べている。

ＡＩが欠かせない現実社会だからこそ、やがて来る未来を知り世界を知り、自分の『今』を決定
する力こそ、ＡＩ社会で生きていく我々にとって大切な能力となっている。

６ インターネット利用者全員が身につけなければならないこと
お母さんは買い物に出かけ、赤ちゃんとお父さんが留守番をしているとき赤ちゃんが泣き出して

しまった。泣き止まない赤ちゃんを前にお父さんは困ってしまい、お父さんはお母さんに電話した。
お母さんは自分のスマホとお父さんのスマホを動画でつなぎ、自分のスマホに写る赤ちゃんに向か
って赤ちゃんをあやす。それでも泣き止まない赤ちゃんを見て、お父さんはスマホを捨て、両手で
抱き上げ、その胸に抱くと、赤ちゃんは満足そうに泣き止んだ。（タイのコマーシャル）

赤ちゃんの泣いている『意味』を考え、理解し、『今』自分のすべきことは、その赤ちゃんを抱っ
こしてあげることという行動を決定したお父さん。人の心の温かさ、ふれあうことでもたらされる
安心感、人が人として生きていく上でとても大切なことである。

そして、現在のＡＩ社会で生きていく以上は、『情報モラル』をしっかり身につけていくことはと
ても大切なことである。『ゆりかごから墓場まで』という言葉は、イギリスの社会保障制度のスロー
ガンですが、産まれたときからこの世を去るときまで、至る所、ＡＩに囲まれている。人の命のか
けがえのなさの自覚のもと、しっかりした情報モラルを身につけ、未来を予想し、自分（たち）の
今を決定できる人間になっていこう。

【第２回学校運営協議会開催！～委員のみなさまのご意見・ご感想を教育活動に生かします。～】
７月１２日（木）に、第２回の学校運営協議会が開催されました。新たに委員に任命された３名の

みなさまに委任状が手渡された後、学校運営協議会の新野会長様を座長に協議が開始されました。
今回は、学校側の説明は極力少なくし、事前に出されたアンケートにそって、各委員のみなさまよ

りたくさんのお話をいただこうという流れで協議会を進めました。
委員のみなさまだけではなく、できれば、この学校だよりをお読みいただいているみなさまにも、

たくさんのご意見・ご感想をたまわり、今後の学校経営の拠り所としてまいりたいと存じますので、
そのアンケート項目について以下にお示しいたします。

三春中学校は、今後とも、地域のみなさまに支えられ、地域のみなさまと共に、よりよい学校づく
りに取り組んでまいる覚悟ですので、上記『学校だより』タイトルの右隣には、連絡先をお示しして
あります。どのような方法でも結構ですので、みなさまのお考えも届けていただけますようどうぞよ
ろしくお願いいたします。

○ 三春中学校学校運営協議会の委員のみなさまにお聞きした【アンケート項目】
１ 現在の三春中学校や三春中生の印象はどのようなものですか。
２ 再編前の地元中学校と再編後の新三春中学校との違いにはど

のようなものがありますか。
３ 再編前の地元中学校と再編後の新三春中学校とでは地域行事

等への参加状況に変化はありますか。
４ 地域の一員としての三春中学校や三春中生に望むことはどん

なことですか。
５ 三春中学校や三春中生が参加・協力できる地区行事や継承し

ていきたい地域活動等があればお書きください。
６ 今後の各地域と三春中学校や三春中生との関わり方はどのよ

うなかたちがいいとお考えですか。


